
六郷助けあいプラットフォーム

話し合いの場

令和元年6月4日（火）



本日のタイムスケジュール

時間 内容

18：30 前回の振り返りと今回の流れの説明

18：45 話し合い①【目標の報告と設定】

19：15 休憩

19：25
話し合い②【今年度話し合いたいテーマ設定】

20：10 話し合いのまとめ

20：30 終了



月１回の集まりの２時間を有効的にしたい

来年度の進め方の提案

18：30 「第１部」

現在の課題となっている子どもの実態把握と

顔の見える関係づくり（交流の場の創出）の情報共有と
次回までの行動目標について話し合う。
「プラス、お知らせコーナー＆初めての方は自己紹介」

19：30～45 「第２部」（必要に応じて実施）

① 「取り上げたいテーマ」をあらかじめ募集して話し合う。
② 勉強したいテーマについて学び合う。

20：30

・今度こんなイベント
に参加してみる

・子どもに聞いたらこんな
ことが分かった

・今度こういう企画やっ
てみようと思ってる。



前回の報告

・「東六郷いこいの家」多世代交流の準備をした。
・「ぷらっと食堂」を実施した。お手伝いした。
・GWに地域を散策した。
・こどもガーデンパーティーに参加、協力した。
・ハートボックスもったいない市の実施、お手伝い。
・だれでも食堂、いこいの家、読み聞かせ実施。



前回の目標①
・保育園との交流企画を成功させる
・新しくなった公園を見に行く。
・届出のウラにある課題に気付きつなげる。
・マンションでうたカフェを実施する。
・流しそうめんを地域で実施する。
・包括と児童館の交流事業の実施。
・地域の子どもが行きそうな場所に行ってみる
・ボール遊びができる公園を地域の中で探したい
・ぷらっと食堂での気付きを共有したい、次回開催検討
・行政、学校、自治会、ＮＰＯと具体的に連携



前回の目標②

・みなさんの活動を知る。 ・常に子どもに目を向ける
・研修で情報収集 ・プレママ講座の実施
・お祭りで多世代交流 ・地域に活動を知ってもらう
・子どもたちとミーティング ・子どもの国語力の強化
・駄菓子屋実施 ・アイデアをたくさん出す
・こども食堂のありかた ・西六郷包括とコラボ行事
・リーダー講習会実施 ・補助金制度の勉強
・ラーメン子ども食堂の実施情報
・子ども条例の検討



① 6/4までの活動報告
と

7/2までの目標設定



② 今年度話し合いたいテーマ



昨年度プラットフォームで取り上げたテーマ

５月～６月 「地図を使って地域情報を共有」

８月「地域だからこそできることのアイデア出し」

11月「地域だからこそできること（試行錯誤編）」

１月「事業計画シミュレーション（試行錯誤編）」

「子どもたちの様子」や「子どもを見守る人・場所」の情報を
ふせんやシールなどを使って、六郷の拡大地図に書き込み、地
域情報の共有を図りました。

⦿住民がSOSを出しやすい、発見しやすいしくみとは？
⦿地域活動に参加しやすいしくみとは？
⦿まちに関心をもってもらうしくみとは？ の３つの視点で話し合い

「住民がＳＯＳを出しやすい、発見しやすいしくみ」と「地域活
動に参加しやすいしくみ」の２つを具体的にするための話し合い
を始めました。試行錯誤しながら、検証していく話し合いです。

具体的な活動が生まれつつある中、課題となるのが、資金面の
課題です。事業を興すには、必ず資金が必要となるため、思うよ
うに実現化、継続化しない要因といえます。そこで、架空の交流
の場をグループで考え、必要な支出とそのための財源確保の方法
をみんなで考え、アイデア出しをしました。

コミュニティースペースに価値をつけ、
人が集まることを利点に、企業に商品紹介や
アンケートができるようにして、収入を得るという
斬新なアイデアがありました。



今年度プラットフォームで取り上げたいテーマ

たとえば・・・
・六郷の子どもたちの実態についてもっと知りたい
・人材・担い手の確保について話し合いたい
・子どもだけでなく、多世代交流について話し合いたい
・○○の課題について知ってほしい、話し合いたい
・参加している方の活動について、もっと聞きたい
・事業継続の方法についてもっと知りたい・学びたい



年間を通して取り組みたいこと（年間目標）

• これから児童相談所が立ち上がることをふまえて地域に必要なものを考える。
• 地域の居場所づくりの経験交流を図る。
• 自分に貢献できることを探す。
• 助けてほしいことを探す。
• 不登校への理解をこのプラットフォームに参加している方々に広めていきたい。
• このプラットフォームで交流をしながら、こちらがtakeできること、他団体からgiveしてもらえることを知ってい
きたい。

• 商店街と連携して子どもイベント、高齢者イベントを実施する。
• 継続できるイベントにしたい。
• 子ども食堂について勉強する。
• いろんな立場や視点での今の子どもの現状を知り、把握に努め、自分の業務に活かしていくことで、六郷地域に貢献
していく。

• より六郷の地域を掘り下げた子どもをとりまく実態を知っていきたい。
• 2か月に1回「ちいきげんき食堂」をみなさんとやりたい。
• 子どもも高齢者も同じ場で楽しめる取り組みをしたい。
• 自分の特技（おもちゃドクター資格）を活かして交流の場づくりに貢献したい。
• 継続して参加し、この活動内容をより深く理解し、さらに行動に移したい。
• 月１回の駄菓子屋さん（お菓子を買うだけに終わらず、大人用コーヒーや子育て相談、紙芝居、人形劇など広げてい
きたい）を取り組む。

• 今後町会の体制作り、他団体とのつながりを強化し、一の矢でなく、三本の矢で行いたい。

・今度こんなイベント
に参加してみる

・子どもに聞いたらこんな
ことが分かった

・今度こういう企画やっ
てみようと思ってる。


